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Abstract:　The writers surveyed the clay minerals which were produced in the cracks of
weathered granitic basement near 曲ｅ Oh-ike pond, Ohnohara-Cho, Mitoyo-Gun of west
Kagawa Prefecture｡
　　As the results of χ-ray diffraction, quartz, microcline　and albite　are　found as　the
accessory minerals, and clay mineral of illiteis identified in,the weathered materials called
”Masa” derived from granitic rocks. ０ｎ the contrary, quartz and albite are found in the
greenish blue special cracks of the weathered part, which is calledツ'clay seam”，and clay
minerals of illite　and smectite(montmorillonite) are identified｡
　　In the cracks, illite was formed by weathering of mainly microcline and illite,and it
means this granitic rock ｗａsﾀﾞnotfully weathered because of being under arid climate.
キーワード：風化　マサ土（サプロライト）　花肖岩類　粘土鉱物類
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　じ　め　に
筆者らは岩石圏と水圏との相互作用について永年研究してきた（たとえば, MiTusio et.al,1983 ;
満塩, 1994；MiTUSIO and FUHUKAWA, 1995 ；満塩・三浦バ995).その中で，特に岩石類の風化変
質に関して，各種の岩石類を人工的に加熱して，それらの重量減少率や色相の変化を追求してきた
（満塩, 1985;満塩ら, 1990;満塩, 1992).また，西沢・満塩(1992)は実際の風化断面を観察して，
それらの元素移動にっいても報告した．また，高知県下の砂利資源の枯渇化に対して，実際に岩石
を破砕する実験結果や水熱変質による母岩からの変化にっいても報告してきた（満塩, 1993 a;
1993 b).
　これらの研究の一環として，ここでは,特に花陶岩の風化変質に関して，香川県の領家帯におい
て,興味ある露頭を発見して（写真参照），それらを構成する鉱物類の概要を検討して重要な結果
が得られた．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十
　一般に，花陶岩類は中国・近畿・四国の瀬戸内側に，領家帯として広く分布している．そして，
これらは風化すれば，々サ土（サプロライト）と呼ばれるものに変化する．マサ土は土質的には砂
質上であり，鉛直力には強いけれども流水には弱いために，マサ上の分布地域では豪雨による斜面
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災害がばしば引き起こされる．また，三浦.ﾀﾞ秦［197昨ﾄによﾚれば;====j=風化花岡岩の］崩壊柴特徴づける
もめは節理型崩壊であり，これを支配する有のは節理充填物質七万し=すの節理粘土類句ある↓　　犬
　さ＼らに,し中川･j津田(1993)は香川県小豆島φ恋箇所においｹご√風化プサ士の粘土鉱物について
報告している．　　／　　　　　＼　　　　　　………Ｉﾚ……………=………＼万ﾚj･☆:………＼j/.＼＼］∧ﾚ＼……………………1.
しかし,=マサ土の粘土細脈に包含さﾉれている永の問題やくｹﾚ斜面災害に関係する:粘土の役割など解
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そこで，香川県三豊郡大野原町丸井φ大池北側付近め地質調査を行卜
生成していた粘土細脈が観察された露頭付近を観察ｿﾞじ;………そ･･φ
らの試料についてＸ線回折=によ＼り構成鉱物類を同定くし:………:万これ
関係や風化過程などについで考察を行1つたものでﾌﾟあ
＼花肖岩風化帯に
た／さらﾄに，これ
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調査地域の自然環境
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１）地形と地質　　　　　　　　　　＼　　　　　　∧　　　ト　　　　　　　　　し
　試料採取地点付近の地質を図２に示す．香川県西部の観音寺市・大野原町周辺には南方より和泉
層群・三豊層群・領家花岡岩類が分布する．和泉層群は白亜紀の砂岩泥岩互層であり，起伏の大き
な阿讃山地を形成している．筆者らは香川県の第四系を総括しているが（満塩・古川, 1985),三
豊層群は主として和泉層群から由来した砂岩㈱よりなる前期更新世の扇状地堆積物である．この堆
積面は侵食され，丘陵状の地形を成している／　∧　　　　　　　　し
　領家花岡岩類は風化が進み，マサ上化している所も多く，残丘状の地形を成している．試料採取
地点においては，三豊層群の傑層（層厚10m）が花陶岩類を不整合に覆っているレまた，山地・丘
陵を刻む河川に沿って段丘堆積物が分布する．
　なお，この付近の第四紀地質に七）いては別報の予定である．
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図２．香川県三豊郡大野原町丸井の大池付近の地質図
２）気候　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬
　調査地域は関口(1959)による区分では瀬戸内気候区に属し√鈴木(1966)の区分懲は準裏日本
気候区に属する．当域近くの高松市における年平均気温は15.3°Cで，日最高気温と日最低気温の年
較差は8.8°Cである．年平均降水量は1,147mmで，日降水量50mm以上の日数は3.2日ノ年である．
また，当域付近では温暖乾燥の気候であり，季節の較差が小さい．
　　　　　　　　　　　　　　十　　　　　粘土の産状
　マサ上（サプロライト）ｲﾋした花肖岩風化帯に生成されていた粘上細脈の産状を，図３及び写真
に示している．ここで中央付近のハツマーを剌している所が粘土細脈で，これはほぼ縦方向に連続
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七ている．この粘土細脈は花肖岩の亀裂に粘土がﾍﾟﾝｽ,…………::=
生成し，その後周囲がマサ上化したものと考えら∧ﾚﾆ:゜lj………:万万
れ，粘上細脈の厚さは約1cmである．色は薄緑青＞ﾉ……=一万万万
であり,チェズ状を呈してノいるト　　＼　‥‥‥＼ｹﾞ……………j=
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図４．花肖岩風化土（マサ土）試料のＸ線回折図
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対する抵抗性は弱いと言われている（ブルーム, 1970).図３及び写真で示したように，数メート
ルもマサ土（サプロライト）ｲﾋしているのは，気候による要因が大きな比重を占めているものと考
えられる．
　風化の観点からみると，ｑｕａｒtｚは安定な鉱物であり，残存鉱物として両試料共に同定されている．
　露頭の付近には新鮮な母岩がないために，相互の比較は難七いが，１次鉱物として存在していた
と考えられるbiotitｅが同定されていないことから，biotitｅは風化しやすい鉱物であり，変質して
いると考えられる．biotitｅはMg・Ｎａイオンの置換溶脱によりillitｅ・chloｒitｅ・ｖｅｒmiailitｅ混合層
物令経て，ｕｅｒｍｉｃｕlitｅ→!＾allo＾lｓitｅという変化を示すことが明らかにされている（西田, 1971).犬
　また， feldｓｐａｒも風化されやすい鉱物であり，鋤ｄｓｐａｒ→allophｘｍｅ→h.ａＵｏＡ)ｓitｅ→ｈ.ａｎｈｎｉtｐ.の風
化系列があるいっぽう，溶脱があまり強く行われず，Ｋイオンが共存する条件では，中間段階で
唐心が生成し，feはｓｐａｒ→唐加→illitｅ／ ｓｍｅｃtitｅ混合層鉱物→ｓｍｅｃれtｅ→ｓiｕｅｃtitｅ／臨llo:ｇｓitｅ混
合層鉱物→halloｙｓitｅ→ｆｅａｏｌｉ.ｎ.i.tｆｔの風化系列がある（水谷, 1976 ； 塚本・水谷, 1988).さらに，満
塩(1993)は同じ領家帯の山口県防府市の花岡閃緑岩類の風化断面の露頭の粘土鉱物類を解明七，
これらの風化変質の水熱実験も行い，アルカリ環境下で高温・長時間でよく分解することを報告し
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ﾋ主として長石の
C島西南部･の池･田
寸近でぱ,ﾉ地下水
ｅ　・area.
た．また√満塩ら(1987)は砂岩や頁岩を水熱実験に］より
脱や粘土鉱物類９ゼオニライト類などへの
　いっぽう，高知県の物部川流域の白41
るべMiTUSIO and HiGASHI, 1982)トまた
る更新統の粘土鉱物も時代が古ﾚくなるにっれて，面4雨や鋸ｄｓｐａｒが=減少ﾚじくで粘土鉱物類が増加す
るが，ごれらの粘土鉱物類では翔加やchloｒitｅが減少七七加φ=だ加鉱物ﾚが増加す/るト(MiTUSIO: and
Ｋ八SHIMA, 1994).さらに，土佐湾海底下万の粘土鉱物類ﾉ醜皿=紬やｃｈｌｏｒiｔｅなどが主要/な粘土鉱物で，
Ｒｍ.ｅ.ｃ.tif.ｐ.・ｋａｏｌｉｎｅは浦の内湾の湾奥部にみ＼られる………(Ｍ元け岫＼ｿ乱姐………Gt
　さらに，粘土鉱物類の熱水変質作用としで√:熊本県北東部の阿蘇郡小国町付近め温泉開発のため
の調査を行ったが(MiTusio and FURUKAWA, 1995)レこ二ごﾚで心ｓｒｎｅｃtｉtｅ:‘＼ｈａｏｌｍｅは重要な変質鉱
物である(金原・坂口, 1989).　　　　　　　　　万△……j………〉………∧＼:レj……………………………
　これらφ諸事実にもとづいて考察すれば√本地域の試料寸は古註=ぶﾉが同定さｹﾞれており，上記の粘
土鉱物類の産状や風化系列からみて√本地域では風化四程度は……:あ………ま:万:りI進んでいないjといゴてよい．
この原因としては，本調査地域は瀬戸内式気候帯に属七すいて:,/……=雨量が少ないこ士とが‥ひとつめ要因
と考えられる，　　　　　　　　　　　　六十　十…………＼j……Iし:1=/……=:………＼□…………j…………………
　ま北，ｓｍｅｃtitｅ(ｍｏｎtｒａｏ所以ｏｎｉtｅ)はレ中性からケ与力丿変質帯の低温側で安定どされており
(日本粘土学会√1994),風化作用では寒冷気候や乾燥気候下首生成:岑れやすい者されていjる(白水，
1988).入本試料のｓｍｅｃtitｅ　(じｍｏ几tｍｏｒilloｒiitｅ)は亀裂仁生成さﾉれてい|るごとや生成条件からみて，
地表近くで生成されたもの懲はなく，一定の深=さにある特に生成さﾚれ√ﾉそ=め後現在の地表近くに露
出してきたものと考えられる．　　十　　　　　…………万………j……1………:ﾉ|∧……………＼………1…………J　万　　　ト　＼　‥
　いっぽう√地質帯として同じく領家帯に属する√:ご香J
(1993)トは東北端の当浜からｈａｌｌｏＡｉｓitｅとｕｅｒｍｉｃ以往ｅを
loｙｓitｅ及び(がｏｒitｅ／ｓｍｅｃtitｅ混合層鉱物を報告してＶ
プ=サ上かしらは√中川）津田
池田かﾚらはｓｍｅｃtitｅとhnl-
風化によ■O, 　ｕｅｒｍｉｃ説経ｅはbiotiteの風化に＼より生成ﾌﾟし=だトと七でい万るしﾉ]まﾉだ,……:ytヽ
のように，ｓｍｅｃtitｅの報告例は非常に少なぐ，地表部首φ生成は困難で√海岸森
か海水の広域的な風化変質の可能性も指摘している．…………万…………I………………万…………
　それ故，本地域の粘土鉱物も地下で生成されて√=ﾚぞれが地表に出てきたIと考え］る方が合理的であ
ろう．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　………＼＼‥･∧:＼＞＼十∧j………1.11 :
I･.:1 ･.＼　　　プ
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